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以外に人為的な移入種の定着も近年無視できない
状況になりつつあり，新たに発見される種にその
ような種が少なくない．ここ 10 年程の間に定着し
たと考えられる国内外来種だけでも，ワタミヒゲ
ナガゾウムシ，イネミズゾウムシ，シバオサゾウ
ムシ，サカグチクチブトゾウムシ，チビコフキゾ
ウムシ，ヤサイゾウムシ，ダイコンサルゾウムシ，
マツノシラホシゾウムシ，ニセマツノシラホシゾ
ウムシ，アルファルファタコゾウムシ，ヒラヤマ
メナガゾウムシと 11 種におよび，国内外来種の数
も伊豆諸島中もっとも多い．温暖な南西諸島方面
からの観葉植物や観光開発，公園整備にともなう
根つき植樹の大量持ち込みが行われており，それ
に紛れて侵入したものが大半と考えられる．これ
ら移入種の中にはサカグチクチブトゾウムシやヒ
ラヤマメナガゾウムシなど，異常発生し害虫化し
ている種も存在する（川畑，2011）．さらに，近年，
これまで記録のなかった海浜性のトビイロヒョウ
タンゾウムシが， 底土港脇の海岸から見つかった

（沢田，2010）．この場所は海水浴場として整備さ
れた場所で，伊豆諸島外からも砂を持ち込んでい
るとのことで（港湾作業関係者私信），本種はその
砂に混じって持ち込まれた可能性が高い（Fig. 3）．

八丈島のゾウムシ相はまだ完全に解明されたわ
けではなく，今後も上述のような過程で，新たな
種が人為的に侵入する状況が続くと，新たに見つ
かった種が在来種なのか移入種なのかの区別がで
きない状況になりかねず，島の生態系への影響の
みならず，島の生物地理学的研究を行う上での支
障をきたす恐れがあり，状況を注視して行く必要
がある． 
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【短報】ジンサンシバンムシ成虫の野外における越
冬例

ジ ン サ ン シ バ ン ム シ Stegobium paniceum 
(Linnaeus, 1761) は，乾燥食品などに付く食品害虫
とされ，屋内で発見される例が多い一方で，ハト
の巣などを源として野外でも発生することが知ら
れている．その生態については，「越冬態は幼虫で，
成虫は西日本では，保温性の良い一般家屋で 4 月
中〜下旬に出現する」（酒井，1995），あるいは「年
1 ～ 3 回の発生で，幼虫で越冬する」（「イカリ消毒
の害虫診断・駆除商品情報サイト」より引用）と

されている．
筆者は，本種の成虫が東京と横浜の市街地にお

いて，成虫で野外越冬しているところを複数回確
認しているので報告する．

1ex., 東京都目黒区碑文谷，13. I. 2013; 1ex., 神奈
川県横浜市都筑区新栄町，10. II. 2013; 1ex., 東京都
目黒区大岡山，12. I. 2014（採集個体はすべて筆者
保管）．

これら 3 個体の成虫の越冬場所は，それぞれい
ずれもケヤキの樹皮下で，図 1 のように他の昆虫
と共に越冬していた．採集して手の上に載せたり
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【短報】東京都区内で冬季の夜間に樹液に来ていた
ケシキスイ類の観察例

東京都区内の，とあるポイントでは，数本のア
カガシおよびシラカシの幹から，ひと冬を通して
樹液が流れ続けている（または滲み出ている）．そ
れらの樹液の流れ口には，木屑が溜まっていたり
小さな穴が開いていたりすることから，樹液が出
ているのはカミキリムシ類の幼虫が冬季にかかわ
らず幹の中で活動している作用によるものと見ら
れる．筆者は，その樹液を 2013 年末から 2014 年
初にかけてひと冬の間，不定期ながらおよそ 7 ～
10 日置きの間隔で夜間（20 時から 22 時の間のい
ずれかの時刻）に観察を続けたところ，真冬の時
期を含め，ケシキスイ科の 2 種が樹液で活動して
いることが認められたので，報告する．

活動していた 2 種のうちの一つは，クロキマダ
ラケシキスイ Soronia lewisi Reitter, 1884 である．本
種の採集・目撃記録は，次のとおり．

1ex.，東京都目黒区八雲，22. XI. 2013; 11exs.，同所，
30. XI. 2013; 3exs.，同所，4. XII. 2013; 3exs.，同所，

日光を当てたりするとほどなく動き出したので，
仮に採集しないでそのままの状態で居続けていれ
ば，春になって気温が上がるのを待って活動を始
めるものと思われた．

末筆ながら，本報告を勧めていただいた岩田隆
太郎氏に厚くお礼申し上げる．

引用文献

酒井雅博 , 1995. シバンムシ p. 268−270. 日本家屋害虫学会編 , 
家屋害虫事典 , 井上書院 , 東京 . 

イカリ消毒の害虫診断・駆除商品情報サイト : http://www.
ikari.jp/gaicyu/12020d.html#top

（上田衛門　152-0032 東京都目黒区平町 1-16-11）

図1．ジンサンシバンムシの越冬状況．

11. XII. 2013; 2exs.，同所，22. XII. 2013; 3exs.，同
所，28. XII. 2013; 2exs.，同所，1. I. 2014; 1ex.，同所，
4. I. 2014; 1ex.，同所，12. I. 2014; 1ex.，同所，25. I. 
2014; 1ex.，同所，18. II. 2014; 4exs.，同所，26. II. 
2014; 1ex.，同所，28. II. 2014．

筆者がこの観察を始めたのは，おおかたの甲虫
が活動しなくなる 11 月下旬のことで，アカガシの
樹液で 1 個体を見つけたのが，筆者にとって本種
との初めての出会いだった．その後，シラカシの
樹液でまとまった数の個体が見つかり，そのシラ
カシの樹液が涸れた後も，アカガシで何頭か個体
を見出すことができた．1 月から 2 月にかけての厳
冬期に入ると，夜間の気温は東京都区部でも 5℃を
優に下回り，時には零度近くとなることもあるが，
そのような寒冷な状況下でも，数はきわめて限ら
れていながら，本種の個体を幹の表面に見出すこ
とがあった．そのような個体は，さすがにほとん
ど身動きすることなくじっとしていたが，ライト
を照らし続けたり落ち葉の柄で突いたりすると動
き出したので，冬眠中ではなく明らかに活動中で
あることが伺われた．また，2 月下旬の，辺りに雪

図1．クロキマダラケシキスイ．

図2．ムナクボヒラタケシキスイ．


